
 
 
 

 
 

＊本資料は、2013 年 6 月 26 日に英国で発表されたプレスリリースの日本語訳です。 
 
 
報道関係各位 

2013 年 6 月 28 日 
ボーダフォン・グループ 

 
ボーダフォン、「第1回 M2M普及バロメーター」調査結果を発表 

－2015 年までに回答企業の 5 割が M2M を導入－ 
 
ボーダフォン・グループは、本年度から「M2M普及バロメーター調査」を開始し、第1回目の調査結

果を発表しました。本年度の調査報告書の主な重要所見は次の通りです。 
• 回答企業の5割が2015年までにM2Mを導入予定 
• 中小規模企業でM2Mの導入が急速に拡大 
• アジア太平洋地域では米州地域を上回る速度でM2Mが普及 
• 製造業および家電業界がM2Mの拡大を牽引 
• 78%の回答者がM2Mの採用がビジネスの成功には不可欠と回答 

 
調査報告書の全文は以下のURLよりダウンロードが可能です。 
調査報告書全文（英語）： http://m2m.vodafone.com/barometer2013 
 
調査報告書では、今後の短期的観点からのM2M導入推進要因として、次の3つの重要なトレンドを取

り上げています。 
1. 関連ハードウェア価格の低下がM2Mの導入を大きく加速させる原動力となる。 
2. M2Mの普及率は中小規模企業で特に高くなると見られ、今回の調査でもその割合は現在までに

最も幅広くM2Mが導入されている大企業の普及率を、今後2年間で上回る見通しである。 
3. 製造業および家電業界におけるM2M市場の成長。この2つの業界では電子リーダーなどコンテン

ツをシームレスにダウンロードするコネクテッドデバイスや、ゲーム機器やスマートTVなどネ

ットワーク接続などに対する需要が増加していることに加え、他社との低価格競争に勝ち抜くた

めにメーカー各社が新技術の開発に注力し、M2Mの導入が最も急速に進む。 
 
報告書では地域別に見たM2Mの普及状況が大幅に変化していくことも指摘しています。現時点で

M2Mは米州地域で最も幅広く採用されていますが、今後2年間でアジア太平洋地域がこの割合を上回

ると見られます。また、欧州地域での導入も加速し、アジア太平洋地域に迫る勢いで拡大していく

ものと考えられます。 
 
M2M導入の推進要因と阻害要因 
報告書ではM2M導入によるメリットは、それぞれの企業が何を期待するかによって変わってくるこ

とが明確にされています。すでにM2Mを活用している企業からは、M2Mの大きなメリットとして業

務効率化やスピードの改善、顧客サービスの向上などが挙げられています。しかし、M2Mの導入が

未だ計画段階にある企業からは、最も期待するメリットとしてコスト削減、業務効率化、競争力強

化の3つが挙げられています。導入に際して最大の障害としては、現時点ではコストの増大やセキ

ュリティに対する懸念が挙げられているものの、報告書では普及が拡大するにつれてこれらの要因

は解消されていくことが示されています。 
 
現在、M2Mの導入はコネクテッドカーが拡大している自動車業界（19%）で最も幅広く導入されて

います。次いで、スマートメーターの導入が進むエネルギー&公共事業（13%）、車両・資産管理へ

のM2Mが導入されている運輸・物流業界（12%）、資材トラッキングや消費者向けコネクテッド技

術の開発が進む製造・家電業界（11%）、サプライチェーンへの導入を進めるコンスーマー商品お

よび小売業界（10%）の順となっています。 
 



 
 
 

 
 

今回の調査結果についてボーダフォンの M2M 事業部門長、エリック・ブレンナイス（Erik Brenneis）
は次のように述べています。 
「本報告書では、今後 2 年間で業界の様相は大きく変化することが明らかになっています。大企業以

外の企業もようやく M2M からメリットを得られるようになるとともに、アジア太平洋地域での普及が

進むことによってこれまでの世界の構図が書き換えられるなど、多くの業界が転換期を迎えようとし

ていることは明白です」 
 
英国の調査会社Analysys Masonの主席アナリストであるスティーブ・ヒルトン（Steve Hilton）氏

は次のように述べています。 
「M2Mの採用が拡大しスケールメリットが得られるようになるとともに、各業界に適したパッケー

ジが導入されるようになることで、M2Mの普及は今後数年間で加速します。M2Mがビジネスの効率

化に与える影響は絶大で、ほぼあらゆる業界においてM2Mが不可欠な要素になっていくことは間違

いありません。つまり、M2Mの導入によって確実に優位に立つための競争がこれから始まろうとし

ているということです」 
 
 
今回の調査はB2B専門の調査会社であるCircle Researchによって、自動車、エネルギーおよび公益

事業、製造、運輸・物流、小売の主要5業界を対象に、欧州、アジア太平洋および米州の全域でM2M
戦略の立案に携わる企業幹部327人を対象に実施されました。 
 
 
ボーダフォン M2M について 
ボーダフォン M2M は、個別に稼動していた機器やデバイスをネットワークに接続させ、新たな機能や

より高度なサービスを人の手を介さず提供することができるように変革させることができる技術です。

20 年を超える経験と 250 名の専任スタッフによってサポートされるボーダフォンのグローバル M2M
プラットフォームは、グローバル企業のために、地域間にまたがる展開でも集中管理を可能にするだ

けではなく、高度な制御機能をお求めやすい価格で提供されています。詳細については以下ウェブサ

イトをご参照ください。https://m2m.vodafone.com/home/japan/   
 
ボーダフォンについて 
ボーダフォンは世界最大規模のモバイル通信会社です。携帯電話の加入者数（直接、また関連会社を

通じての加入を含む）は約 4 億 300 万人（2012 年 12 月 31 日時点）に上り、現在、5 大陸 30 カ国に

子会社を持ち、全世界に 50 以上のパートナーネットワークを擁しています。ボーダフォンの詳細につ

いては以下ウェブサイトをご参照ください。 www.vodafone.com 
 
本件に関する報道関係者お問合わせ先： 
 
テキスト・ワンハンドレッド・ジャパン株式会社 
山本・平出 
電話番号：03-5210-1981 
vodafone-japan-pr@text100.co.jp 


